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大阪工場は昭和39年（1964）に操業を開始。
2024年に60周年を迎えました。

堺・泉北臨海工業地帯埋立開始

東洋高圧工業として稼動開始

（アンḅニア、尿素、ＩＰＡ等生産）

三井化学工業と東洋高圧工業合併、

三井東圧化学発足

三井石油化学工業と

三井東圧化学合併、三井化学発足

大阪工場操業60周年

1964年
大阪工業所開所式の様子

1964年 第1号プラント
᷾ルḁリンプラント

1970年 エチレンプラント

●1962年（昭和37年）

●1964年（昭和39年）

●1968年（昭和43年）

●1997年（平成9年）

●2024年（令和6年）

大阪工場沿革
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高石市

堺市

三井化学㈱大阪工場
※2025年3月末時点

本社・支店
工場（分工場）
国内関係会社
R&D拠点

: ４
: ７

市原工場
茂原分工場

市原工場

VISION HUB  SODEGAURA

大阪支店

大阪工場
福岡支店

大牟田工場

名古屋支店

名古屋工場
岩国大竹工場
徳山分工場

本社（東京）

国内拠点
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高石市 ：11.35km2

約半分が臨海部

航空図

三井化学大阪工場
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２km

１km

【人員】 約1,000名
【プラント数】 約35

【面積】 155万m2

甲子園球場 約40個分

大阪工場

港湾施設
◆大型桟橋 １基
◆小型桟橋 ８基

西門

正門

東門

体育館

フレアースタック

堺・泉北港

航空図
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一般家庭の約２６万世帯／日 一般家庭の約７万世帯／日

原料の荷揚げ及び製品の出荷

大型桟橋 １基

（10万ｔ級タンカー入港可能、水深16ｍ）

小型桟橋 ８基

蒸気 電気 工業用水

琵琶湖水系の水を大阪府から購入しています。

（８５，０００ｔ／日／契約）

◆工場のライフライン
◆

電気は、関西電力㈱様からの買電と

自家発電でまかなっています。

◆施設・設備◆

港湾施設

ライフライン・設備
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大阪工場では、ナフサ及びLNGを主要原料とし、様々な中間製品を製造して
います。これらの中間製品は、最終的に以下のような最終製品となり、消費
者の皆様の手に届いています。

酸化エチレン
衣料品原料
洗剤等原料 環状オレフィンコḀリḁー

包装材料（薬剤シール材）

光学材料（スḁ᷾レンズ）
（ＤＶＤピックアップレンズ）

通称：ア᷽ル（ＡＯＰ）

アクリルアḁイド
紙力増強剤
凝集剤
石油回収剤

ABS樹脂
Ḁリḁーアロイ原料

ゲーḃ機等の樹脂

尿素 接着剤・塗料
繊維加工剤

シラン 半導体・液晶
太陽電池

Ḁリプロピレン
自動車部材
（バンパー）
家電・不織布

製品
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◆堺・泉北᷼イエリアの面積と製造品出荷額◆
面積は大阪府のわずか1%ですが、製造品出荷額では府内の約20%を占めている。

◆従業員数◆
石油・石油化学産業をはじめとして鉄鉱業、機械工業など約240の事業所がある。
ここで、およそ1万9000人が働いている。

◆全国取扱量◆
堺泉北港の取扱量は全国200湾中で11位を誇っております。

堺・泉北臨海工業地帯について
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大阪工場では、より開かれた工場、より親しまれる工場を
目指し、地域の皆様とのかかわりを大切に種々の活動を
行っています。

地域とのかかわり
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地域とのかかわり

地域広報誌「たかしのはま」の発行

年２回発行し、地元住民の方や自治体などに配布しています。
工場と地域の皆様との双方向のコḂュニケーションツールとし
て親しんでいただけるような紙面づくりをこころがけています。

【掲載内容】
・当工場の安全・環境への取り組みや近況
・地域の皆様からの声
・皆様からの投稿記事
・警察、消防からのお知らせ
・家庭の医学、クッキングḄḅ など

お寄せ頂いた「声」に対しては、
一つ一つ誠意をもってお答えする
とともに、工場操業に反映する
よう努めています。
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地域とのかかわり
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ドライアイスを使った化
学実験やバスでの工場内
見学、自衛消防隊による
消防車見学等を実施てい
ます。
■2４年度実績
7校３年生 約500名

軟式野球大会とキック᷼ー
ス᷿ール大会を開催してい
ます。選手たちの一生懸命
なプレーと、熱い声援で大
会は盛り上がりました。大
阪工場は子供たちのスḀー
ツを応援しています。

一斉清掃は約2カ月お
きに行っており、地
域の環境保全に努め
るとともに、地域の
皆様に「より親しま
れる工場」を目指し
ていきます。

毎年10月開催の高石商工フェス
ティバルでは、社員で結成され
た「ふしぎ探検隊」による実験
教室を行っています。昨年は
「ふわふわスライḃ」の実験を
行いました。化学の不思議・面
白さを伝える活動を推進してい
きます。

※24年12月8日 お仕事エキスポ2024
（高石市PTA連絡協議会主催）へブース出展
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地域とのかかわり

地域意見交換会

市内自治会との対話の実施

地区を３地区に分けて、年２回実施
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重点項目の概要①

○貯蔵量１万kL未満の危険物タンクに緊急遮断弁を設置
※地震などの緊急時に遠隔操作又は自動的に弁を閉止することにより、
配管の破断などによる貯蔵物の漏えいを防ぐための弁

タンク配管への緊急遮断弁※の設置

重要施設等の浸水対策

○防災上重要な施設等（通信設備、非常用発電機、自衛消防車両
など）を浸水深以上の場所に移設
○移設以外の方法による代替措置

発電機

浸水深

発電機など重要施設を浸水深以上の場所に移設

大阪府石油コンビナート等防災計画に従って実施



重点項目の概要②

大阪府石油コンビナート等防災計画に従って実施

○一定量以上の貯蔵物を常時保管しておくことで自重を大きくして、
津波の波力や浮力によってタンクが移動することを防止
○管理油高（下限値）の見直し以外の方法により、津波の波力や浮
力によってタンクが移動することを防止

小規模タンクの漂流対策

津波避難計画の見直し

○常駐する協力会社従業員を含めた避難場所の確保及び避難訓練の実施
○定期修理等により一時的（１か月以上など）に作業員が増加する場合に対応
した避難場所の確保又は避難経路等避難方法の周知の徹底

○津波避難計画の実効性の定期的な検証と見直し

重点項目の概要③

大阪府石油コンビナート等防災計画に従って実施

L2（想定最大規模）の高潮（地震・津波を除く）に備えた対策

○想定し得る最大規模の高潮に備え、可能な限りの事前移設、
BCP等業務継続に係る規程の見直し等

プラント保安等におけるIoT ・AIの利活用

○プラントや危険物施設の保安対策のためのIoT ・AIの積極的な利活用
タブレットを使う作業員のイラスト（女性）



重点項目の概要④

大阪府石油コンビナート等防災計画に従って実施

建物の地震・津波対策

○浸水深以上の高さを有する事務所等の建物を耐震化防災要員の活
動拠点や従業員の避難場所を確保
○代替措置により、防災要員の活動拠点や従業員の避難場所を確保

耐震化

安全に係る企業活動の再点検

○危害予防規程、日常点検項目、作業ḁニュアル等の見直し
○地震や津波などの自然災害を想定し、被害の未然防止や被害拡大
の防止、避難などに関する項目の追加・見直し

重点項目の概要⑤

大阪府石油コンビナート等防災計画に従って実施

近隣事業所等への情報共有の強化

○事故等発生時における近隣事業所、関係行政機関、一般地域等
への広報・連絡手段を見直し、複数の手段の確保を進める。

＊浮き屋根式の石油タンクには、消防法に基づき
平成29年3月末までの耐震基準への適合を義務付け。
※屋根が貯蔵物液面に浮いており、液面とともに上下するタンク

浮き屋根式タンク※の耐震化



重点項目の概要⑥

大阪府石油コンビナート等防災計画に従って実施

＊危険物を貯蔵している準特定タンクには、消防法に基づき、
平成29年3月末までの耐震基準への適合を義務付け。
※貯蔵量が500kL以上1000kL未満のタンク

準特定タンク※の耐震化

球形高圧ガスタンクの鋼管ブレースの耐震化

＊東日本大震災での球形高圧ガスタンクの災害発生を
受け、平成26年1月以降設置の新規タンクには、
耐震設計基準が設定された

地震加速度(gal) 地震発生時の対応

80以上:震度4 構外導管緊急遮断

150以上:震度5弱 用役供給プラント以外停止

250以上:震度5強 全プラント停止

対策本部設置基準 １５０gal又は被害の恐れのある時

防災要員出動基準
地震発生時は待機。

震度４以上でライン管理者は出社

地震発生時の対応

地震・津波対策

構内数箇所に、地震計設置済み。
（防災センター、主要プラント内）



：1.00以上
：0.75 ~ 1.00 
：0.50 ~ 0.75 
：0.25 ~ 0.50
：0.25未満
：浸水なし、建屋内（解析領域外）

◆ 地震･津波の被害想定

・想定震度 ：６強、250gal
・津波最大高さ ：海抜4.8m（満潮時）
・到達時間 ：約110分

※当工場敷地 ：海抜3.4m
・想定浸水高さ ：1.4ｍ

（満潮時）
○大阪府津波浸水想定
※大阪府ＨＰより

最大浸水高さ
[m]

○ 当社津波浸水想定
※詳細シḂュレーション結果より

地震・津波対策

▽漏えい防止対策
・プラント緊急停止システḃ構築及び緊急操作訓練の実施
・漏えい検知と遠隔操作による遮断
（漏えい検知器、緊急遮断弁設置）

・荷役、充填等作業の停止

緊急遮断弁

地震・津波対策



○津波対策
▽人命
・工場内避難通路及び避難場所の確保
と非常備品の配備

・地震・津波避難訓練の実施

地震・津波対策

津波避難場所を構内10箇所選定
収容人員 約2400名
備蓄品 水、非常食

組立トイレ、救急セット
ラジオ、発電機、 
ＬＥＤ電球、その他

地震・津波対策

○耐震化

浸水深以上の高さを有する
新事務所等の建物を建設

防災拠点として活用や
従業員の避難場所として活用
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● 災害発生時に備え、定期的に防災訓練を実施しています。

訓練名称 対象 頻度 主な内容

総合防災訓練 工場全体 ２回／年 工場全体の動員体制の総合訓練
（公設消防参加）「ズレ」も想定。

月例防災訓練 各プラント １回／月 各職場で種々トラブルを想定した
緊急時操作訓練。「ズレ」も想定。

消防訓練 各プラント １回／年 ᷾ース操作、消火器の取扱いについて
消防隊員が各プラントに指導

緊急連絡訓練 工場全体 ２回／年 緊急連絡網による通報連絡訓練

兼任消防隊消防訓練 兼任消防隊 １回／
月･人

火災消火に関する基本訓練

緊急出動要員消防訓練 緊急出動
要員

１回／
月･職場

火災消火に関する基本訓練

堺・泉北臨海特別防災地区
総合防災訓練

臨海地区 １回／年 特防協加盟企業と公設消防との間で
実施される合同訓練

近隣企業間での
応援要請連絡訓練

臨海地区 １回／年 特防協加盟企業間で防災資機材の応援
を要請する連絡訓練

防災活動



可搬式放水砲

可搬式放水銃

泡 消火薬剤

オイルフェンス展張船

ＡＥＤ堺･泉北地区大容量泡放射砲
2008年11月配置完了、2024年2月20日訓練様子

自衛防災組織及び防災資機材

耐熱服

オイルフェンス

空
気
呼
吸
器

泡原液
搬送車

甲種普通
化学車

大型化学
消防車

大型高所
放水車

消防車
(指揮,機材車)

消防活動 5人
警備 4人

9人
24時間勤務／２交替

緊急事態発生時、いつで
も出動できる体制を構築。

防災活動

総合防災訓練

堺・泉北臨海特別防災地区 総合防災訓練

消防機関のご指導の下、訓練を行い保安防災の向上に努めています！

防災活動



今後も自衛防災組織の技能コンテストへ挑戦し、防災技能向上を図ります。

総務省消防庁主催の自衛防災組織の技能コンテスト出場

自衛防災組織の技能及び士気を向上させ、石油コンビナートにおける
防災力強化を目的とした、自衛防災組織の技能コンテストに2016年度
より出場しており、8年連続で受賞している。

2023年度は、全国35の防災組織がエントリーされる中、
「総務大臣賞（優秀賞）」を受賞した。

2022年度 総務大臣賞（優秀賞）
2023年度 総務大臣賞（優秀賞）

2019年度 消防庁長官賞
2020年度 総務大臣賞（最優秀賞）
2021年度 消防庁長官賞

2016年度 消防庁長官賞
2017年度 消防庁長官賞
2018年度 総務大臣賞（優秀賞）

防災活動

発災時の状況確認のイḄージ：IOTの活用

防災活動

ドローン部隊 ドローン画像

現地防災指揮所
情報共有

防災本部防災本部

情
報
共
有 指

示

ドローンにより、災害発生初期に俯瞰的視点から情報を収集することは、被害状況
や災害推移の把握、効果的な部隊運用につながり、被害の軽減に非常に効果的である
ことから、発災時の状況確認に活用を検討しています。

屋外タンク


